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大人はしらない
丘の向こうのせかい

丘の向こうには
こどものせかいがありました

床下ではしごを
みつけたよ

あ、向こうに
へやをみつけた
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視線　

幼児の空間

その向こうがわ 

設計製図課題 

所在地　若里公園 (長野市 ) 

用途　無指定 

延床面積 

課題時期　2006 年　夏期 

Subject of design and drawing 

Location WAKASATO park (Nagano) 

Program No assignment  

Total floor area　 

Time of subject　Summer 2006 
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SECTION 1/200

B1 PLAN 1/200

建築は一般的に健康な成人を対象につくられているが、実は健康成人というのは社会のメジャー

ではあるものの、それがすべてではない。建築は広く多様な人々に開かれていなければならない

。そうした考えに基づく一つの実践はユニバーサルデザインと名付けられているが、得てしてこの

考え方は障害者に優しくという考えに誤解される。そうではなく、ユニバーサルとは健康でも建築

使用者の対象と見落とされがちな、幼児や老人に対しても適合しているさまをいうのである。

そこで、本課題ではその中でも幼児に特化し、幼児のための施設を設計する。

このお題にたいして、こどもの好奇心と行動力を誘発するような施設を提案した。

この建築を体験した子供は、｢この丘の向こうには何があるんだろう？この壁の向こうには何があ

るんだろう？｣という思いを抱き、行動を起こすであろう。

SUMMARY SITE MAP　　1/5000NSITE MAP　　1/5000 N

①クレーターの

かたちにそって

建築の外形を決

定し、環状の空

間をつくる。

②環状の空間の

中に、小さな空

間を挿入し、入

れ子上状の空間

をつくる。

③小さな空間の

かたちを変形し

、動線と視線の

抜けを考慮して

、配置を行う。

PLAN DIAGRAM

CONCEPT

こどもは高いばしょがすき
丘があればのぼりたがる

…でも、あるのは
ただのクレーター

そこに、こどもだけの
せかいをつくる

LEVEL. +1,500

LEVEL. +2,300

丘をのぼって

こどものせかいを

みつける

さまよいあるいて

お気に入りのばしょを

みつける

LEVEL. -1,000

床下をくぐって

はしごを

みるける


